
延岡植物園リニューアル(第 1期整備)基本計画(素案)の概要 
1.1 延岡植物園の概要 

 延岡植物園は、昭和 62年の開園以降、花と緑の供給基地として、市内の緑化を進め、住みよい町を作る拠点とし

ての役割を担っています。 

また、自然と融合した緑の中のレクリエーションの広場としての機能をもち、「市民の憩いの場」として多くの市

民等にご利用いただいています。 

表 基本情報 

表 植物園内の面積一覧 

1.2 本業務に至るまでの経緯 

昨年立案された「延岡植物園リニューアル基本構想」の概要は以下のとおりです。 

■植物園リニューアルの整備テーマ「オシャレで楽しい緑の空間」

～現在の植物園としての基本的な機能を維持しつつ、市民はもちろん観光誘客が見込めるような植物園～

■植物園リニューアルの基本方針

①延岡市全体の観光振興及び地域経済の活性化となるような魅力ある植物園

②若年層にとって魅力的でエキサイティングな植物園

③植物園としての機能は維持しつつ、新たな機能を追加して一日中過ごせる植物園

④日常的に利用している地域の利用者にも配慮

⑤持続可能な市有施設とするため、民間活力の導入を図り管理経費を削減

延岡植物園リニューアル基本構想 令和 7年 10 月 延岡市 

 「延岡植物園リニューアル基本構想」は、検討委員会３回、パブリックコメント募集１回、サウンディング型市

場調査２回を実施し、その意見を反映して令和 7年 10 月に策定されました。 

 現在は基本構想を踏まえつつ、植物物園全体の改修を考慮しながら、第 1期整備区域についてより詳細で効率的

な基本計画の検討を進めています。 

名 称 延岡植物園 住 所 宮崎県延岡市天下町1235-1
植物園
開園時間

みどりの相談所
開園時間 毎週水・土・日曜日

入園料 無料 アクセス
JR延岡駅から車で約15分
東九州自動車道延岡ICから車で約5分

常時駐車場
第1・2・5駐車場(計44台)
内多目的駐車場6台

臨時駐車場 第3・4駐車場(計219台)

延岡植物園 現況図 
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1.3 計画平面図(案) 

本業務における現時点での計画平面図(案)を以下に示します。主な変更点としては、①造成を最小限とするため現況の地形条件を活かします。②動線についても現況動線を活かすこととします。③拠点施設は内容を検討しつつ規模、

形状、設置位置の調整を図ります。④道路側の斜面は階段を少なくし、花壇を増やします。⑤遊具は既存遊具をそのまま活用し、新規の遊具として誰もが楽しめるインクルーシブ遊具の導入を図ります。 

図 計画平面図(案)  
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1.4 計画平面図(案)の根拠一覧 

(1)駐車場台数の設定 

「都市公園利用実態調査」より、本植物園に必要な駐車場台数を設定すると、下表の通りとなります。 

なお、駐車台数を確保するため、第 1・2 駐車場は区分けをなくし、出入口を一箇所として、一体的な駐車場とし

ます。その他、第 4駐車場は臨時駐車場とし、第 3駐車場は両方の機能を持つものとします。 

表 必要駐車場台数 

常時駐車場 台数 

第１，2駐車場 47 台 

新設駐車場 78 台(内、多目的駐車場 3台) 

第 3 駐車場 8 台 

計 133 台（内、多目的駐車場 3台） 

臨時駐車場 台数 

第 3駐車場 101 台 

第 4 駐車場 110 台 

計 211 台 

合 計 344 台（内、多目的駐車場 3台） 

(2)トイレ規模の設定 

「都市公園利用実態調査」より最大日利用者数を算定し、必要なトイレの規模を設定すると、下表の通りとなりま

す。なお、既存トイレは現行のバリアフリー基準を満たしていない可能性が高いため、多目的トイレも新設する方針

とします。 

表 新設トイレの必要便器数 

便器数

(男) 

便器数

(女) 

便器数

(多目的) 

植物園全体の必要数 7 基 7 基 ― 

内

訳

既存トイレ 4 基 2 基 1 基 

拠点施設内のトイレ 3 基 5 基 1 基 

(3)新設遊具・休憩施設 

■遊具 

2 期地区には児童向けアスレチック遊具や複合遊具等の既存遊具があり、芝生広場に残置する遊具は幼児遊具

であることから、現状の遊具では幼児や児童用で機能が限られています。 

新設芝生広場に設ける遊具については、インクルーシブ遊具のような、年齢に関わらず様々な人が利用できる

遊具を設置することとします。 

■休憩施設 

参考事例を調査し、休憩施設 1 基当たりの面積の平均値から、1 期地区に必要な休憩施設を算出すると、ベン

チが 13 基、テーブルベンチまたは東屋が 2基必要となります。しかし、芝生広場に残置する休憩施設は、ベンチ

13 基、テーブルベンチ 2基となり、必要数を満たします。 

現温室付近及びエントランス部の休憩施設の撤去により、現況から減少することや、新規芝生広場に遊具を設

置することから、新たにベンチ 3基程度を配置するものとします。 

なお、拠点施設を整備するため、パーゴラは新設しないものとします。

(4)車利用者への景観的な演出 

昨年までの検討や委員会にで、現状の植物園の課題として、前面の市道から植物園の存在が感じられず、入

りにくいといった指摘がありました。 

一方、植物園の立地からアクセスは自家用車が大半を占めており、運転者へのアピールが必要であるため、

駐車場と芝生広場の高低差に新たに花壇を整備します。 

現況、アジサイが整備されているが、開花時期が短いことから一部伐採し、花壇を設けます。 

なお、斜面部であるため、維持管理性の向上を図り階段状の花壇とします。 

(5)拠点施設規模の設定 

拠点施設の平面図を以下に示します。 

図 拠点施設平面図(案) 
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(6)拠点施設の規模 

拠点施設に整備する諸室と面積の根拠を下表に示します。 

なお、エントランス・廊下等の面積は、既存のみどりの相談所の比率より算出したものであり、形状によって合計面積は変動します。 

表 諸室の面積とその根拠一覧 


